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施政方針

特集「人口なぜ減らない」

議会だより

お知らせほか

４月号の主な内容ピカピカの１年生

　４月６日は町内の小学校（新１年生７５名）、

中学校（同５２名）で入学式がありました。

児童生徒たちは新しい学校生活に心を弾ま

せ、大きな一歩を踏み出しました。

（１６～１７ページに小学生の写真特集）

（大勝小学校）
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運
営
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、「
龍
郷
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の

建
設
工
事
が
着
工
し
ま
す
。
平
成

27
年
度
か
ら
28
年
度
の
２
カ
年
計

画
で
建
設
し
ま
す
が
、
建
物
内
の

資
料
館
の
展
示
物
や
備
品
等
の
整

備
、
学
芸
員
の
配
置
な
ど
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
総
合
的
な
運
営

計
画
を
策
定
し
、
有
効
活
用
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
主
な
事
業
と
し

て
、
高
校
生
バ
ス
通
学
費
助
成
事

業
、
航
路
航
空
路
運
賃
軽
減
事

業
、
農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス
ト
支

援
事
業
、
円
林
道
の
舗
装
事
業
、

　

私
は
、
一
昨
年
11
月
に
町
長
に

就
任
し
て
か
ら
、
２
年
目
に
な
り

ま
す
。
こ
の
間
、
龍
郷
町
が
将
来

に
向
か
っ
て
発
展
し
続
け
る
た
め

に
、
若
者
が
夢
と
希
望
を
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
、
高
齢
者
が
生
き
が

い
と
安
ら
ぎ
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
町

政
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
も
、
第
５
次
龍
郷

町
総
合
振
興
計
画
の
「
歴
史
と
文

化
を
つ
む
ぎ　

未
来
へ
つ
な
ぐ
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
未

来
へ
の
夢
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
龍

郷
町
を
創
っ
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
は
、

町
民
の
皆
様
の
知
恵
と
力
の
結
集

平
成
27
年
度　

施
政
方
針

が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
町

民
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
、
自
ら
の
考
え
で
自
立
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
い
う
認

識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
行
政
と

町
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
人
口
は
、
全
国
的
に
人

口
減
少
が
進
む
中
、
昭
和
50
年
代

か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
に
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
来
、
減
少
傾
向
に

転
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
は
人
口
増
加
に
よ
る
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
に
、
産
業
の
振

興
、
雇
用
の
創
出
、
子
育
て
支
援

策
な
ど
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境

の
整
備
、
教
育
環
境
の
充
実
な
ど

を
推
進
し
、
若
者
の
定
住
促
進
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　　

さ
て
、
本
年
度
は
町
制
施
行
40

周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で

す
。
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
と
相

ま
っ
て
、
気
持
ち
を
新
た
に
行
政

青
年
就
農
給
付
金
事
業
、
手
広
海

岸
観
光
施
設
整
備
事
業
、
龍
南
地

区
簡
易
水
道
基
幹
改
良
事
業
（
赤

尾
木
地
区
）、
道
路
改
良
事
業
本

茶
～
安
木
屋
場
線
・
浦
～
赤
尾
木

線
・
前
川
名
里
線
、
橋
梁
補
修
事

業
、
上
戸
口
町
営
住
宅
建
設
事

業
、
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改

善
事
業
（
赤
尾
木
団
地
）
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
町
政
運
営
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
第
５

次
龍
郷
町
総
合
振
興
計
画
に
基
づ

い
て
、
次
に
示
す
６
つ
の
ま
ち
づ

く
り
を
基
本
政
策
と
し
て
、
諸
施

策
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
町
は
、
亜
熱
帯
性
の
温
暖
な

気
候
、
広
大
な
海
域
や
森
林
資
源

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
自

然
環
境
・
資
源
を
活
用
し
た
、
農

林
水
産
業
の
振
興
を
引
き
続
き
展

開
し
て
参
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
助

成
な
ど
商
工
業
者
の
自
主
的
な
活

動
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
大
島

紬
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

町
の
伝
統
柄
で
あ
る
「
龍
郷
柄
」・

「
秋
名
バ
ラ
」
を
積
極
的
に
宣
伝

す
る
な
ど
、
伝
統
産
業
の
再
生
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

特
産
品
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
物
産
展
へ
の
参
加
や
友
好
都

市
盟
約
を
締
結
し
た
菊
池
市
と
の

物
産
交
流
を
継
続
し
て
実
施
し
、

島
育
ち
産
業
館
に
お
い
て
も
直
販

所
の
設
置
や
日
曜
朝
市
を
開
催

し
、
地
産
地
消
の
推
進
や
特
産
品

の
販
路
の
拡
大
・
情
報
の
発
信
に

努
め
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
観
光
の
振
興
に
つ
き

ま
し
て
は
、
奄
美
・
琉
球
諸
島
の

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
今
年
度
は
国
立

公
園
の
指
定
を
目
指
し
て
お
り
、

観
光
客
の
増
加
に
対
応
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま

し
て
は
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
豊

か
な
人
生
を
過
ご
す
う
え
で
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と

に
、
感
染
症
予
防
や
健
康
増
進
の

充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
が
本
年

４
月
か
ら
本
格
的
に
施
行
さ
れ
ま

す
が
、
龍
郷
町
子
ど
も
・
子
育
て

（
抜
粋
し
て
掲
載
）

町長 徳田康光

は
じ
め
に

現
状
と
町
政
に
臨
む

　
　
　
　
　
基
本
方
針

 

地
域
資
源
を
生
か
し
た

　
産
業
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

 

健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

龍郷町生涯学習センター（仮称）
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会
議
の
ご
意
見
等
を
伺
い
な
が

ら
、
本
町
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
子
育

て
家
庭
の
支
援
や
待
機
児
童
の
解

消
な
ど
児
童
福
祉
の
充
実
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
な
ど
要
援
護
者

を
地
域
で
支
え
、
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
見
守
り
隊

の
支
援
や
組
織
づ
く
り
を
各
集
落

で
行
う
と
と
も
に
、
電
気
、
ガ
ス

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
や

郵
便
局
、
新
聞
、
金
融
な
ど
、
定

期
的
に
家
庭
を
訪
問
さ
れ
る
事
業

者
の
方
々
と
も
連
携
し
て
見
守
り

支
援
の
充
実
を
図
り
、
安
心
安
全

な
町
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　　

消
防
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
龍
郷
町
地
域
防
災
計
画
を
基

本
と
し
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と

な
る
対
策
を
進
め
、
災
害
に
強
い

町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
情

報
伝
達
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

「
エ
フ
エ
ム
た
つ
ご
う
」
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
防
災
行
政
無
線
の

整
備
及
び
保
守
管
理
を
継
続
し
て

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

消
防
体
制
の
充
実
・
強
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年
度
に
救

急
救
命
士
４
名
を
救
急
救
命
東
京

研
修
所
に
派
遣
し
、
救
命
率
の
向

上
に
つ
な
げ
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
町
教
育
行
政
重
点

施
策
に
基
づ
き
、「
知
・
徳
・
体
・

聖
」
の
調
和
に
富
ん
だ
感
性
豊
か

な
人
格
の
形
成
を
め
ざ
し
、
学
校

教
育
・
社
会
教
育
・
文
化
の
振
興
・

文
化
財
の
保
護
活
用
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
災
害
時
の
避

難
場
所
と
し
て
の
機
能
も
併
せ
持

つ
複
合
施
設
と
し
て
、
多
様
な
利

用
者
、
団
体
等
の
出
会
い
と
交
流

の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
「 

龍
郷
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
の
建
築
本
体
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

　

11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
国
民
文

化
祭
」
に
よ
り
龍
郷
町
を
県
内
外

へ
発
信
を
す
る
と
と
も
に
、
町
制

施
行
40
周
年
を
記
念
し
て
実
施
し

た
「
た
つ
ご
う
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ

ス
ト
」を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め

に
、
各
集
落
に
あ
る
個
性
豊
か
な

歴
史
や
自
然
、
伝
統
文
化
を
有
効

に
活
用
し
て
、
地
域
と
の
交
流
も

含
め
た
ツ
ア
ー
等
の
企
画
な
ど
、

体
験
型
の
交
流
・
連
携
を
推
進
す

る
た
め
に
、
実
現
に
向
け
た
多
様

な
組
織
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

は
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
男
女
が
社
会
の
対
等
な

構
成
員
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
活
動
に
参
画
し
、
共
に
責

任
を
担
う
べ
き
社
会
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
「
龍
郷
町
行
政
改
革

実
施
計
画
」
前
期
５
年
計
画
を
策

定
し
、
前
計
画
の
目
標
達
成
度
を

検
証
し
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

す
る
た
め
に
、
組
織
の
横
の
連
携

を
密
に
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
試
行
的

に
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
て
、

職
員
個
々
の
能
力
や
業
務
へ
の
適

格
性
の
把
握
に
よ
る
適
材
適
所
へ

の
人
材
活
用
や
、
目
標
管
理
型
の

人
事
評
価
制
度
を
続
け
る
こ
と
に

よ
る
人
材
育
成
と
職
員
の
士
気
の

高
揚
を
図
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
げ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
健
全
で
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
様
が
、
龍
郷
町

に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
よ
う
な
町
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
幸

せ
満
足
度
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
予
算
編
成
を
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

第
５
次
龍
郷
町
総
合
振
興
計
画

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
歴
史
と
文

化
を
つ
む
ぎ　

未
来
へ
つ
な
ぐ
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
施
策
を
推

進
し
、
私
た
ち
の
ま
ち
「
た
つ
ご

う
」
を
魅
力
あ
る
ま
ち
に
創
り
上

げ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
平
成
27
年
度
の
施

政
方
針
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
で

　
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
と
歴
史
と

　
　
　
文
化
が
薫
る
ま
ち
づ
く
り

  

人
が
ふ
れ
あ
い
個
性
が
輝
く

　  

交
流
・
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

　
効
率
的
な
行
財
政
運
営
で

　
　
　
共
に
創
る
ま
ち
づ
く
り

結
び

龍郷消防分署

龍郷湾を望む風景
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好
立
地

　

自
然
増
減
・
社
会
増
減
を
見
る
と
人
口

の
減
少
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
減
少

数
が
少
な
か
っ
た
り
、
ま
た
は
増
加
し
て

い
る
月
・
年
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
（
出

身
地
に
戻
り
仕
事
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ

と
）
や
Ｉ
タ
ー
ン
（
出
身
地
以
外
の
地
域

人
口
な
ぜ
減
ら
な
い？

龍
郷
町
の
魅
力
に
迫
る

年
80
名
減
少

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在

の
人
口
世
帯
を
見
て
み
る

と
、
龍
郷
町
は
２
９
６
１
世
帯

６
０
５
９
名
（
男
２
９
３
８
名
、

女
３
１
２
１
名
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
の
人
口
推
移
＝
下

表
＝
で
は
、
少
子
高
齢
化
等
の

影
響
で
近
年
は
や
や
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

出
生
者
数
か
ら
死
亡
者
数
を

差
し
引
い
た
「
自
然
増
減
」
で

は
、
毎
年
約
20
～
30
名
の
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
龍
郷

町
へ
の
転
出
・
転
入
で
生
じ
る

人
口
差
「
社
会
増
減
」
で
は
、

主
な
要
因
と
し
て
町
内
在
住
高

校
生
の
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
島
外
に
進
学
・

就
職
を
選
択
し
て
い
る
た
め
、
毎
年
約
60

～
80
名
が
減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
毎
年
80
～
１
１
０

名
程
度
が
減
少
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
平
成
26
年
～
27
年
に
か
け

て
は
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　４月から新年度（平成 27 年度）が始まりました。今年度も進学や就職、転
勤などで多くの方々が新しい生活をスタートさせています。
　そのまちの活気の礎となる龍郷町民の数（人口）を見てみると…。全国規模
で人口減少が叫ばれていますが、長らくほぼ横ばいで推移してきました。
　今号では、「龍郷町に住みたくなる」その魅力に迫ってみます。

町制 40 年　人口６千人台で推移

移住問い合わせが多い赤尾木地区
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し
か
し
、
公
営
住
宅
を
年
次
的
に
建
設

し
て
も
慢
性
的
な
住
宅
不
足
の
た
め
、
10

年
ほ
ど
前
か
ら
民
間
の
住
宅
も
多
く
整
備

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
要
因
か
ら
、
龍
郷
町
の
人
口
が

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
が
こ
こ
30
年
ほ
ど
続

い
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
も
力

　

龍
郷
町
で
は
「
妊
産
婦
・
新
生
児
訪
問

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
健
師
や

助
産
師
ら
が
発
育
の
こ
と
や
育
児
相
談
、

育
児
情
報
の
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
生
後
３
～
５
カ
月
か
ら

で
仕
事
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
）、
転
勤

者
に
加
え
、
近
隣
の
市
町
村
か
ら
の
転
入

者
が
多
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

奄
美
大
島
に
お
け
る
位
置
的
な
利
便
性
が

大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

龍
郷
町
は
奄
美
大
島
の
北
部
に
あ
り
、

奄
美
大
島
の
中
心
地
（
奄
美
市
名
瀬
）
と

奄
美
空
港
（
奄
美
市
笠
利
町
）
の
中
間
に

位
置
し
、
ど
ち
ら
に
も
車
で
30
分
圏
内
の

た
め
、人
気
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た
「
２
０
１
５

年
地
価
公
示
結
果
の
概
要
」
を
見
る
と
、

鹿
児
島
県
全
体
の
変
動
率
は
全
用
途
で
23

年
連
続
の
下
落
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

住
宅
地
の
う
ち
龍
郷
町
の
２
地
点
は
「
人

口
と
世
帯
数
は
微
減
傾
向
な
が
ら
、
奄
美

市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
需
要
が
底

堅
い
」
と
し
て
、
県
内
で
唯
一
、３
年
連

続
の
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
ま
い
を
整
備

　

利
便
性
か
ら
人
気
が
高
く
、
公
営
住
宅

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
町
営
住
宅
の
戸
数

も
多
く
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平
成
27

年
４
月
１
日
現
在
94
棟
２
８
３
戸
）ま
た
、

鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
県
営
住
宅
の
戸
数

を
多
く
整
備
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
乳
幼
児
健
診
」
も
あ
り
、
発
育
状
況
や
栄

養
状
態
の
確
認
な
ど
も
行
い
、
健
や
か
な

発
育
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
の
疾

病
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
促
進
し
、

健
康
の
保
持
と
増
進
を
図
る
た
め
「
乳
幼

児
医
療
費
助
成
」
も
実
施
。
保
険
内
診
療

一
部
負
担
金
の
全
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
な
ど
福
祉
の
充
実
も
あ

り
、
平
成
26
年
10
月
１
日
現
在
の
鹿
児
島

県
内
の
年
少
人
口
（
０ 

～
14
歳
）
市
町

村
別
割
合
で
は
、
県
内
４
番
目
の
高
さ

（
15
・
５ 

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子育て教室

町営住宅（浦団地）

衣・食・住に満足
井上 真三基さん（左）

　東京都から転居。奥さんが「空気がきれいな
ところで生活したい」と希望し、奄美大島が移
住先の選択肢となったそうです。
　平成１３年に初めて来島。そこで味わった黒
糖焼酎などの島の食文化、温かい島人の気質な
どに惚れ込み、平成１７年に龍郷町での生活を
スタートさせました。
　現在は赤尾木集落の新築住居で、妻と長男（小
学３年）、長女（４歳）と４人暮らし。

「憧れのスローライフを満喫中です」
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・一般質問（６名が登壇）・・・・・   8 ～ 13 ページ
・議決結果   ・・・・・・・・・・・   　　14 ページ

龍郷町

議会だより
発行 /龍郷町議会

編集 /議会だより編集委員会

〒 894-0192

大島郡龍郷町浦 110 番地

ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 155）

ＦＡＸ 0997-62-2535

平成２７年第１回定例会

第１６５号

　平成２７年第１回龍郷町議会定例会では、町議全員が大島紬姿で登壇しまし

た。この取り組みは慣例となっており、平成１７年から行われています。

　龍郷町は、伝統的な銘柄である「龍郷柄」「秋名バラ」の発祥の地でもあります。

議場では厳かな雰囲気の中、基幹産業である大島紬の振興をアピールしました。
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問　
　
学
校
教
育
の
現
状
及
び
現
在

は
町
内
の
学
校
内
で
い
じ
め
や

不
登
校
の
子
ど
も
達
は
い
な
い

の
か
。

　

答
（
教
育
長
）

　

全
国
的
な
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
が
本
町
で
も
見
ら
れ
、

児
童
生
徒
数
が
減
少
も
し
く
は

横
ば
い
の
傾
向
に
あ
り
、
町
全

体
の
小
学
校
児
童
数
推
移
は
、

27
年
度
３
８
１
名
、
28
年
度

３
７
３
名
、29
年
度
３
４
８
名
、

30
年
度
３
５
４
名
、
31
年
度

３
４
６
名
、32
年
度
３
４
９
名
、

中
学
校
生
徒
数
推
移
は
、
27
年

度
１
５
８
名
、
28
年
度
１
６
２

名
、
29
年
度
１
８
９
名
、
30
年

度
１
９
６
名
、
31
年
度
１
９
６

名
、
32
年
度
１
８
３
名
と
な
り

ま
す
。
龍
瀬
小
・
赤
徳
小
・
大

勝
小
以
外
は
複
式
学
級
が
続
き

ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
・
不
登
校
の
現

況
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
か
ら

の
毎
月
の
月
例
報
告
等
で
状
況

を
把
握
し
て
い
ま
す
。
各
学
校

に
お
い
て
は
、
１
件
１
件
に
つ

い
て
、
状
況
に
応
じ
て
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　

問　
　
土
曜
授
業
に
つ
い
て
の
対
応

は
。

　

答
（
教
育
長
）  

　

文
科
省
の
法
整
備
や
県
下
43

市
町
村
、
大
島
地
区
12
市
町
村

の
動
向
を
参
考
に
し
、
本
町
児

童
生
徒
の
こ
れ
ま
で
の
土
曜
日

の
過
ご
し
方
や
学
力
検
査
結
果

等
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
に

お
い
て
慎
重
に
話
し
合
い
を
重

ね
、
平
成
27
年
度
は
４
月
・
８

月
・
３
月
を
除
く
９
カ
月
の
第

２
土
曜
日
に
全
小
中
学
校
で
３

時
間
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

田
畑
議
員　

　
龍
郷
町
内
の
子
ど
も
達
は
ひ

と
り
残
ら
ず
龍
郷
の
宝
。
学
校

や
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
地
域
も

一
緒
に
な
っ
て
、
子
ど
も
達
に

関
わ
る
諸
問
題
が
解
決
で
き
る

よ
う
に
な
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　　

問　
　
窓
口
で
の
転
入
者
へ
の
対
応

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

転
入
者
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
町
民
税
務
課
の
総
合
受
付

窓
口
＝
写
真
＝
に
お
い
て
「
住

民
異
動
届
」
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
、
担
当
職
員
か
ら
本
人
確

認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
の
提

示
を
求
め
た
う
え
で
、
不
明
な

点
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を

行
い
な
が
ら
、
電
算
入
力
を
済

ま
せ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
転
入
の
際
に
必
要

な
手
続
き
と
し
て
、
国
民
健
康

保
険
や
介
護
保
険
・
国
民
年
金
・

児
童
手
当
や
母
子
保
健
等
の
窓

口
に
お
い
て
手
続
き
を
済
ま
せ

て
い
た
だ
き
、
最
後
に
生
活
環

境
課
の
水
道
等
の
手
続
き
や
必

要
に
応
じ
て
教
育
委
員
会
で
の

異
動
手
続
き
な
ど
を
行
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
で
は
平
成
25
年
度
か
ら
総

合
窓
口
化
を
進
め
て
、
窓
口
を

訪
れ
る
皆
さ
ん
が
可
能
な
限
り

ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、

窓
口
レ
イ
ア

ウ
ト
の
見
直

し
や
担
当
課

の
配
置
換
え
、

ロ
ー
カ
ウ
ン

田畑  浩 議員

タ
ー
化
の
推
進
や
各
種
証
明
業

務
の
統
合
な
ど
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
他
の

モ
デ
ル
と
な
る
先
進
市
町
村
の

取
り
組
み
等
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
町
民
の
皆
様
の
利
便
性
向

上
や
満
足
度
の
ア
ッ
プ
に
向
け

て
鋭
意
努
力
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

田
畑
議
員　

　

転
入
者
が
本
町
に
来
て
不
安

な
面
も
多
い
中
、
最
初
に
接
す

る
役
場
の
対
応
で
龍
郷
町
に
来

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
期
待
し
ま
す
。

　

問　
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
の

具
体
的
内
容
は
。

　
　
　
　
↓
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く 平岡  馨 議員

学
校
教
育
に
つ
い
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

施
政
方
針
に
つ
い
て
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答
（
町
長
）

　

秋
名
・
幾
里
・
嘉
渡
・
円
・
浦
・

屋
入
・
大
勝
・
中
勝
・
川
内
・

戸
口
地
区
が
作
成
済
み
で
、
龍

郷
・
龍
瀬
・
赤
徳
地
区
は
今
月

中
に
関
係
機
関
や
農
業
者
代
表

等
を
交
え
検
討
会
を
行
い
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
地
域
農
業
の
あ
り
方

や
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体

に
対
す
る
農
地
の
集
積
計
画
等

を
策
定
内
容
と
し
て
記
載
し
て

お
り
ま
す
。

　

問　
　
基
礎
基
本
の
確
か
な
学
力
定

着
の
重
点
課
題
の
取
り
組
み
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用

し
た
授
業
実
践
や
個
々
に
応
じ

た
指
導
の
充
実
、
研
究
授
業
を

通
し
た
校
内
研
修
の
実
施
研
究

公
開
等
の
校
外
研
修
へ
の
積
極

的
参
加
等
確
か
な
学
力
定
着
の

為
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

問　
　
教
職
員
の
町
内
居
住
者
の
実

を
も
っ
て
廃
園
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

全
天
候
型
陸
上
競
技
場
の
整

備
計
画
を
。

　

答
（
教
育
長
）

　

現
在
の
陸
上
競
技
場
を
ク
レ

イ
舗
装
で
再
整
備
を
行
う
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

町
と
し
て
、
県
と
ど
の
様
に

対
応
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
の
試
験

研
究
施
設
と
し
て
、
引
き
続
き

亜
熱
帯
林
の
林
業
の
研
究
に
活

用
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

町
内
の
空
き
家
の
件
数
及
び

今
後
の
対
策
は
。

　

答
（
町
長
）

　

空
き
家
調
査
の
結
果
、
町
内

に
１
６
７
戸
の
空
き
家
が
あ
り

ま
す
。
秋
名
か
ら
久
場
ま
で
87

戸
で
全
体
の
52
％
を
占
め
て
お

り
、
荒
波
地
区
の
空
き
家
の
比

率
が
高
い
の
が
現
状
で
す
。

　

所
有
者
の
経
済
的
事
情
等
に

よ
り
廃
屋
化
し
た
空
き
家
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
所
有
権

等
の
権
利
関
係
の
整
理
と
公
費

投
入
の
是
非
が
議
論
に
な
り
ま

す
が
、
今
後
、
個
人
の
所
有
物

に
公
費
を
充
て
る
こ
と
が
出
来

る
の
か
、
判
断
基
準
を
ど
う
す

る
の
か
な
ど
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

態
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

校
区
内
居
住
者
は
96
名
中
41

名
で
す
。
管
理
職
し
か
住
ん
で

い
な
い
校
区
も
あ
り
ま
す
。

　

問　
　
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

４
月
か
ら
試
行
的
に
評
価
制

度
を
導
入
し
、
職
員
個
々
の
能

力
や
業
務
へ
の
適
格
性
の
把
握

に
よ
る
適
材
適
所
へ
の
人
材
活

用
や
目
標
管
理
型
の
評
価
を
続

け
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

大
勝
保
育
所
の
閉
園
に
つ
い

て
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
16
年
度
か
ら
公
立
保
育

所
の
運
営
補
助
金
が
廃
止
さ

れ
、
町
単
独
予
算
で
の
対
応
を

強
い
ら
れ
、
財
政
が
圧
迫
す
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
民
間
委

託
を
推
進
し
、
平
成
27
年
度
末

　

問　

　

糊
張
場
の
現
状
及
び
活
用
状

況
は
。

　

答
（
町
長
）

　

町
内
６
地
区
に
大
島
紬
の
製

作
工
程
の
一
部
を
担
う
施
設
と

し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
着
物
離

れ
に
よ
り
大
島
紬
の
生
産
反
数

も
減
少
し
、
そ
れ
に
伴
い
糊
張

場
で
の
作
業
も
少
な
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

問　

　

フ
リ
ー
ザ
ー
コ
ン
テ
ナ
の
活

用
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
５
年
度
に
花
き
輸
送
を

目
的
と
し
て
３
機
導
入
し
た

が
、
導
入
後
、
農
家
の
減
少
も

あ
り
、
未
利
用
状
態
が
続
い
て

お
り
、
稼
働
を
試
み
た
が
機
材

が
古
く
修
理
不
可
能
で
あ
り
、

現
在
役
場
の
資
材
入
れ
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
。

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

総
合
計
画
の
早
期
実
現
を

認
可
保
育
所
に
つ
い
て

　

県
林
業
試
験
場

　
　
　

跡
地
に
つ
い
て

糊
張
場
及
び

　

フ
リ
ー
ザ
ー
コ
ン
テ
ナ
の

活
用
状
況
に
つ
い
て

　

空
き
家
の

　

適
正
管
理
に
つ
い
て



広報たつごう　10

　

問　
　
全
国
津
々
浦
々
ま
で
、
景
気

を
回
復
さ
せ
る
国
の
政
策
、
町

民
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る

の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

本
年
度
中
に
、
中
長
期
を
見

通
し
た
地
方
創
生
総
合
戦
略
を

策
定
す
る
ほ
か
、
農
水
産
物
、

特
産
品
の
販
路
開
拓
事
業
や
特

産
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
作
成
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
、
住

宅
改
修
補
助
、
各
種
子
育
て
支

援
事
業
等
に
取
り
組
む
計
画
を

し
て
い
ま
す
。

　

問　
　
子
育
て
世
代
の
方
か
ら
安
心

し
遊
べ
る
公
園
整
備
を
望
む
声

が
あ
る
が
、計
画
す
る
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）

　

本
年
度
か
ら
着
工
す
る
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
合
わ

せ
て
、
そ
の
施
設
を
利
用
し
な

が
ら
安
心
し
て
遊
べ
る
遊
具
も

計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
、

そ
の
お
礼
返
し
と
、
ど
の
様
に

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

お
礼
に
つ
い
て
は
、
統
一
し

た
内
規
作
り
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
紬
の

ネ
ク
タ
イ
や
特
産
品
＝
写
真
＝

を
送
っ
て
お
礼
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

介
護
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
制

度
改
正
さ
れ
る
が
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

元
気
に
暮
ら
せ
る
本
町
の
計
画

は
。

　

答
（
町
長
）

　

介
護
の
要
支
援
１
・
２
の
方

の
通
所
介
護
と
訪
問
介
護
が
直

轄
事
業
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
の
予
防
・
日
常
生
活
の

支
援
を
充
実
し
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
利
用
単
価

な
ど
、
円
滑
に
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
体
制
を
整
え
、

平
成
30
年
末
か
ら
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

介
護
保
険
料
増
額
で
す
が
、

基
準
保
険
料
と
税
額
の
設
定
割

合
を
拡
大
と
あ
る
が
、内
容
は
。

　

答
（
町
長
）

　

本
年
度
よ
り
７
０
０
円
増
額

し
て
基
準
料
金
を
５
２
０
０
円

と
し
、
利
用
者
負
担
軽
減
の
た

め
割
合
を
現
行
６
段
階
か
ら
９

段
階
に
見
直
し
、
低
所
得
者
の

税
率
は
下
が
る
こ
と
な
り
ま
す
。

　　

問　

　

土
曜
授
業
再
開
に
つ
い
て
本

町
の
対
応
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

子
供
た
ち
の
土
曜
日
の
過
ご

し
方
や
学
力
検
査
結
果
等
、
教

育
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
話

し
合
い
を
重
ね
、
本
年
度
は
４

月
・
８
月
・
３
月
を
除
く
９
カ

月
間
の
第
２
土
曜
日
で
全
小
中

学
校
で
再
開
し
ま
す
。

　

問　

　

小
規
模
小
中
学
校
の
統
廃
合

推
進
と
文
科
省
か
ら
通
達
と
あ

る
が
、
教
育
長
の
考
え
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

地
域
に
と
っ
て
、
学
校
は
地

域
社
会
の
将
来
を
担
う
中
核
的

な
場
所
で
あ
り
、
現
状
は
統
廃

合
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

中原  正栄 議員

　

問　

　

子
供
た
ち
を
見
守
る
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
本

町
も
採
用
し
て
い
る
が
、
活
動

内
容
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

学
校
か
ら
の
要
請
時
や
各
学

校
を
定
期
的
に
回
っ
て
、
い
じ

め
や
不
登
校
、
暴
力
行
為
等
の

相
談
を
受
け
る
役
目
を
担
っ
て

い
ま
す
。
本
町
で
は
１
名
の
方

に
お
願
い
し
活
動
が
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

地
方
創
生
ど
う
取
り
組
む
か

介
護
支
援
事
業
が
市
町
村
の

　
　

直
轄
と
な
る
が
対
応
は

学
校
教
育
つ
い
て
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問　
　
町
内
河
川
の
い
た
る
所
で
土

砂
の
堆
積
が
み
ら
れ
る
が
、
除

去
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　

答
（
町
長
）

　

県
管
理
の
河
川
で
は
先
の
豪

雨
災
害
を
受
け
、
河
川
改
修
や

寄
り
洲
除
去
等
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
本
町
も
大
雨

の
た
び
上
流
か
ら
の
土
砂
が
各

河
川
に
流
失
し
堆
積
し
て
い
ま

す
。
緊
急
性
の
高
い
所
か
ら
除

去
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

問　
　
瀬
留
川
・
久
場
川
は
、
土
砂

が
堆
積
し
大
雨
時
に
氾
濫
の
恐

れ
が
あ
る
。
ま
た
、
屋
入
川
尻

の
護
岸
は
、
片
方
は
石
積
み
で

る
様
、
対
策
を
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　

問　

　

自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
観

光
ル
ー
ト
の
設
定
と
整
備
計
画

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
は
、
自
然
観
察
の
森
や

既
存
の
観
光
名
所
旧
跡
が
あ
り

ま
す
。
国
立
公
園
指
定
を
見
据

え
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

問　

　

本
町
は
、
平
家
滅
亡
の
地
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
。
平
行
盛

が
終
焉
の
地
と
な
っ
た
戸
口
の

行
盛
神
社
＝
写
真
＝
や
今
井
権

現
神
社
、
ま
た
、
奄
美
全
体
と

な
る
と
喜
界
島
か
ら
加
計
呂
麻

島
の
諸
鈍
シ
バ
ヤ
の
資
盛
、
浦

上
の
有
盛
神
社
な
ど
平
家
の
歴

史
を
掘
り
起
こ
す
と
観
光
ル
ー

ト
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
、

西
郷
翁
を
か
け
あ
わ
せ
る
と
龍

岩崎  晴海 議員

に
よ
り
農
家
の
栽
培
技
術
の
向

上
が
期
待
さ
れ
、
新
規
就
農
者

の
育
成
や
農
産
物
生
産
向
上
に

は
ハ
ウ
ス
の
整
備
は
必
要
と
思

い
ま
す
。

　

問　

　

国
が
進
め
て
い
る
人
・
農
地

プ
ラ
ン
政
策
と
就
農
者
支
援
政

策
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
。

　

答
（
町
長
）

　

今
後
、
若
い
就
農
希
望
者
の

方
や
各
地
域
の
方
々
の
意
見
等

を
参
考
に
、
本
町
農
業
生
産
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
対
岸
は

未
整
備
の
ま
ま
あ
る
。
整
備
計

画
は
出
来
な
い
か
。
　

　

答
（
町
長
）

　

河
川
の
土
砂
除
去
に
つ
い
て

は
、
河
川
管
理
費
で
整
備
を
進

め
て
参
り
ま
す
。屋
入
川
尻
は
、

整
備
に
向
け
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

問　

　

龍
瀬
小
学
校
体
育
館
裏
側
の

擁
壁
に
安
全
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
整
備
は
出
来
な
い
か
。

　

答
（
教
育
長
）

　

平
成
26
年
度
に
指
摘
を
受
け

現
地
視
察
を
致
し
ま
し
た
が
、

整
備
に
至
っ
て
な
い
現
状
で

す
。

　

問　

　

人
の
命
は
金
で
評
価
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
思
う
が
。

　

答
（
教
育
長
）

　

ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
児
童
生
徒
が
安
心

で
安
全
な
学
校
生
活
を
過
ご
せ

郷
町
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

ま
す
が
。

　

答
（
町
長
）

　

今
後
、
自
然
遺
産
登
録
に
向

け
各
方
面
か
ら
の
提
言
等
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
本
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
様
に
努
力
を
し

て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

本
町
に
農
業
技
術
指
導
職
員

を
配
置
す
る
と
の
事
で
、
大
変

前
進
的
な
取
り
組
み
と
評
価
致

し
ま
す
。
ハ
ウ
ス
施
設
計
画
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）

　

技
術
職
員
を
配
置
す
る
こ
と

　

龍
瀬
小
学
校

　

防
護
対
策
に
つ
い
て

　

都
市
再
生
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

施
政
方
針
に
つ
い
て
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問　
　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
、
都

市
部
よ
り
福
祉
施
設
誘
致
に
つ

い
て
本
町
の
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）

　

都
市
部
で
は
急
速
に
高
齢
化

が
進
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
加

し
、
施
設
や
用
地
不
足
が
深
刻

化
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

地
方
で
は
福
祉
施
設
誘
致
は

雇
用
の
確
保
に
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
し
か
し
、
介

護
保
険
制
度
は
都
道
府
県
を
超

え
て
整
備
す
る
と
い
う
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
国

や
県
な
ど
と
の
協
議
も
相
当
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
用
地
、
建
設
費

用
、
入
所
者
の
介
護
費
用
、
医

療
費
な
ど
の
条
件
で
、
高
齢
者

施
設
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
町

の
財
政
負
担
が
増
え
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
ら
、
働

く
場
所
が
確
保
さ
れ
地
域
経
済

に
と
っ
て
は
よ
い
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

問　
　
大
勝
保
育
所
の
閉
鎖
に
つ
い

て
、
経
緯
説
明
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

健
児
保
育
園
＝
写
真
＝
が
４

月
か
ら
現
在
よ
り
60
名
の
定
員

を
増
や
し
、
１
５
０
名
の
定
員

で
開
園
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
増
改
築
後
の
定
員
の
設
定

に
当
た
っ
て
は
、
過
去
に
町
と

の
協
議
を
重
ね
た
う
え
で
、
将

来
、
大
勝
保
育
所
児
童
の
受
け

入
れ
を
想
定
し
て
定
員
１
５
０

名
の
設
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、健
児
保
育
園
の
完
成
・

開
園
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
た
た

め
、
町
の
方
針
と
し
て
大
勝
保

育
所
は
平
成
27
年
度
末
を
も
っ

て
廃
園
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

廃
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
12
月
上
旬
に
大
勝
保
育
所
の

保
護
者
へ
の
説
明
会
を
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
か
ら
は
継
続
し
て
運
営
し
て

ほ
し
い
と
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ

て
い
る
た
め
、
今
後
と
も
保
護

者
等
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
説
明
会
の
開
催
や
受
け
入

れ
先
の
見
学
会
な
ど
で
、
善
処

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

問　
　
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
は
。

　

答
（
町
長
）

　

事
業
者
が
得
て
い
た
付
加
価

値
を
、
農
業
者
自
身
が
得
る
こ

と
に
よ
っ
て
農
業
を
活
性
化
さ

せ
よ
う
と
い
う
国
の
取
り
組
み

で
、
平
成
23
年
度
か
ら
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
は
６
次
産
業
化
法
に

基
づ
く
総
合
化
事
業
計
画
の
認

定
を
受
け
、
開
発
販
売
を
行
っ

て
い
る
店
舗
が
２
店
舗
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
、
町
生
活
研
究

グ
ル
ー
プ
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
６
次
産
業
化
へ
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
構

想
は
。　

　

答
（
町
長
）

　

自
治
体
が
設
置
し
て
い
る
も

德永 義郎 議員

の
と
し
て
、
鹿
児
島
県
が
東
京

都
千
代
田
区
有
楽
町
に
（
か
ご

し
ま
遊
楽
館
）
が
あ
り
、
特
産

品
の
販
売
だ
け
で
は
な
く
飲
食

店
を
併
設
す
る
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
に
鹿
児
島

県
商
工
会
が
鹿
児
島
市
に
特
産

品
市
場
（
か
ご
市
）
を
開
設
し

た
こ
と
か
ら
、
本
町
か
ら
も
食

品
関
係
業
者
３
社
、
紬
関
係
業

者
４
社
が
特
産
品
を
販
売
し
て

い
ま
す
が
、
設
立
と
な
り
ま
す

と
、
テ
ナ
ン
ト
料
を
含
め
維
持

経
費
が
多
額
と
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
現
在
、
開
設
に

つ
い
て
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

児
童
福
祉
に
つ
い
て

産
業
振
興
に
つ
い
て
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問　
　
龍
南
地
区
簡
易
水
道
基
幹
改

良
事
業
（
赤
尾
木
・
手
広
地
区
）

の
水
道
整
備
は
。

　

答
（
町
長
）

　

赤
尾
木
・
手
広
地
区
の
水
道

施
設
は
、
給
配
水
管
の
老
朽
化

に
伴
い
漏
水
の
懸
念
が
生
じ
て

お
り
、
安
定
し
た
水
の
供
給
を

図
る
上
で
も
新
し
い
給
水
管
の

整
備
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
は
手
広

地
区
、
平
成
28
年
度
に
赤
尾
木

地
区
を
整
備
し
、
未
整
備
地
区

で
あ
る
小
平
地
区
の
配
水
管
整

備
を
計
画
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

問　
　
人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

本
年
４
月
か
ら
試
行
的
に
導

入
し
、
職
員
個
々
の
能
力
や
業

務
へ
の
適
格
性
の
把
握
に
よ
る

適
材
適
所
へ
の
人
材
活
用
や
職

員
の
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
事
評
価
は
、
評
価

す
る
側
の
育
成
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
職
員
研
修
や
評
価

制
度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

の
事
例
等
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
評
価
者
に
対
す
る
研
修
等

実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

問　
　
町
税
等
の
確
保
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

町
税
等
は
納
期
内
納
付
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
納
付
さ

れ
な
い
場
合
は
、
督
促
状
を
発

送
し
、
そ
の
後
も
納
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、
臨
戸
訪
問
、
電
話

や
文
書
に
よ
る
催
告
、
納
税
相

談
等
を
実
施
し
な
が
ら
徴
収
対

策
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
意
識
に
欠
け
誠

意
の
見
ら
れ
な
い
悪
質
な
滞
納

者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
税

法
に
も
と
づ
く
滞
納
処
分
と
し

て
、
財
産
調
査
の
実
施
、
預
金

の
差
押
え
等
の
厳
し
い
徴
収
対

策
を
行
い
、
税
負
担
の
公
平
性

の
確
保
に
向
け
て
努
力
い
た
し

ま
す
。

　

問　

　

町
内
に
整
備
し
て
あ
る
し
尿

だ
め
槽
＝
写
真
＝
の
管
理
状
況

に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

町
内
５
カ
所
に
建
設
さ
れ
、

熟
成
し
た
尿
を
さ
と
う
き
び
等

の
堆
肥
と
し
て
活
用
し
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
19
年
度
に
有
良

汚
泥
再
処
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
し
尿

だ
め
槽
は
活
用
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
管
理
に
つ
い
て
は
事
故

等
が
起
き
な
い
よ
う
対
策
を

取
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

町
内
に
児
童
公
園
等
も
必
要

か
と
思
う
が
、
そ
の
計
画
と
必

要
の
認
識
は
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
の
公
園
整
備
計
画
は
、

平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
総
合

運
動
公
園
整
備
基
本
構
想
の
中

で
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

の
建
設
と
併
せ
て
、
浦
公
園
広

場
整
備
と
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
、

交
流
広
場
整
備
等
を
計
画
し
て

碇山  幾郎 議員

い
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
公
園
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
、
国
が
進
め
て
い

る
地
方
創
生
総
合
戦
略
と
相

ま
っ
て
、
子
育
て
支
援
策
の
一

環
と
し
て
公
園
整
備
は
是
非
と

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

施
政
方
針
か
ら

し
尿
だ
め
槽
に
つ
い
て

　

総
合
運
動
公
園
の

　
　
　
　
　

整
備
に
つ
い
て

                                      

次の定例会は６月中旬を予定しています。

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に住所氏名を記入するだけです。
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・おおしげ　ゆうのしん

・おか　しんのすけ

・おぐら　りょうだい・

赤徳小学校
・おしかわ　こたろう

・おとの　こうき

・かつ　はやと

・かむら　ひなた

・しい　あおと

・すずき　がく

・たいら　れんたろう

・とくなが　ゆうた

・やまだ　ゆら

・いかりやま　かんな

・いかりやま　さき

・いかりやま　なのこ

・かつ　ゆりあ

・かわばた　ななこ

・かわむら　ゆい

・ふかや  くういぽまな

・まつだ　こはる

・みやした　ひかり

　の　 　１　 年　 生　

・ひめの　ふうが

・いけだ　あねむ

・えんやま　ゆらい

円小学校

・かわぐち　たいが

・しらはた　ゆあん

・  りゅう 　ももか

龍郷小学校

・やまさき　みほ

秋名小学校

内各小学校で平成 27 年

た。新しい友だちに囲ま

生活。新１年生7５名は、

ら、元気よく入学式に臨

きょうがんばるぞ」「と

たい」と笑顔いっぱいで

先生 や保護者、そして地

成長を温かく見守りまし

敬称略）
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・あさい　はな

・あまみず　れん

大勝小学校

・おおつぼ　ゆずな

・おかえ　ひより

・かつめ　あいる

・さかえ　こうき

・さかえ　とむ

・さかえ　ゆうき

・しげのぶ　りょうすけ

・たむら　ここみ

・たわら　あおたろう

・にへい　なる

・はせば　ゆいか

・ひろはた　たけあき

・むらやま　はるか

・やました　にこた

・よしだ　ゆうが

・よねやま　まこ

・わたり　ゆら

　ピ　 　カ　 　ピ　 　カ　

・かつ　はる

・まつばら　こはく

・みややま　らいぞう

・ふくはら　りのん

・ふとり　せんじゅ

・みなみ　しづく

・やまぐち　ゆら

・やまだ　ここな

・よしむら　ことめ

・いがわ　りょう

・いわさき　しゅんせい

・いわさき　りゅうしん

・うけしま　こうせい

・おかやま　ゆうだい

・かわばた　かいせい

・さかえ　そうた

・せい　こうき

・とくなが　あおい

・やすえ　りとむ

・あさ　ゆずな

・いわきり　あまね

・いわきり　ひなの

・かいづ　そら

・かみの　ゆずは

・まるた　あゆな

・よしみ　あやか

・あいしま　かずき

・あかつか　けいいちろう

龍瀬小学校

戸口小学校

　４月６日（月）、龍郷町

度の入学式が行われまし

れて新しく始まった学校

ドキドキワクワクしなが

んでいました。

　新１年生たちは「べん

もだちをたくさんつくり

日々を過ごしています。

域全員で、子どもたちの

ょう。　　　　（順不同、
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５
月
の

「
ど
ぅ
く
さ
会
」

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

　

　

　

　

　

平
成
27
年
度
全
国
戦
没
者

追
悼
式
参
列
遺
族
の
募
集

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
を
希

望
さ
れ
る
遺
族
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

・
期
日	

＝
平
成
27
年
８
月
15
日
（
土
）

※
前
日
か
ら
団
体
行
動
に
な
り
ま
す
。

・
場
所
＝
日
本
武
道
館

（
東
京
都
千
代
田
区
）

・
対
象
者
＝
①
戦
没
者
の
配
偶
者
及
び

三
親
等
内
の
遺
族
②
一
般
戦
災
死
没
者

の
配
偶
者
及
び
三
親
等
内
の
遺
族

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
方
を

優
先
し
ま
す
。

※
今
年
度
は
「
次
世
代
へ
の
継
承
」
と

い
う
観
点
か
ら
「
18
歳
未
満
の
遺
族
」

に
つ
い
て
も
募
集
し
ま
す
。

・
申
込
期
間
＝	

平

成
27
年
５
月
１
日

（
金
）
～
５
月
29
日
（
金
）

・
募
集
人
員
＝
65
名　

※
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
選
考
と
な
り
ま
す
。

・
申
込
先
＝
龍
郷
町
役
場
町
民
税
務

課
援
護
係
☎
69
‐
４
５
１
９
、
県
庁

社
会
福
祉
課
☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐

２
８
３
０

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
法
律
セ
ン
タ
ー

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

同
で
開
催
し
て
お
り
、
龍
郷
町
民
も
無

料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
（
先
着
順
）

･

14
日
（
木
）
鈴
木　

穂
人　

弁
護
士

（
午
後
１
～
４
時
半
）

･

21
日
（
木
）
清
水　

沙
知　

弁
護
士

（
午
前
９
時
半
～
11
時
半
）

･

28
日
（
木
）
宮
路　

真
行　

弁
護
士

（
午
前
11
～
12
時
、
午
後
１
～
３
時
半
）

◇
ひ
と
り
30
分
（
続
け
て
の
申
し
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

　

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
市

民
生
活
係
☎
52
‐
１
１
１
１
（
内
線

１
７
１
５
・
１
７
１
６
）

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
扉
」
第
２
弾

り
ゅ
う
ゆ
う
館
自
主
事
業

　

り
ゅ
う
ゆ
う
館
は
、
自
主
文
化
事

業
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
伝
道
師
！
ピ
ア
ニ

ス
ト
田
村
緑
の
３
才
か
ら
の
本
格
ク
ラ

シ
ッ
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

英
国
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
音
楽
院
を
首
席

で
卒
業
し
、
12
年
間
の
欧
州
滞
在
経
験

を
活
か
し
て
、
音
楽
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
田
村
緑
さ
ん

が
奄
美
大
島
に
初
上
陸
。
絵
本
朗
読
と

ピ
ア
ノ
演
奏
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

ピ
ア
ノ
の
音
が
出
る
仕
組
み
を
体
験
し

て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
独
創
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
音
楽
の
楽
し
さ
や
面
白

さ
を
伝
え
ま
す
。

　

本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
も
あ

り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

・
日
時
＝
平
成
27
年
５
月
30
日
（
土
）

午
後
６
時
開
場
、
同
６
時
半
開
演

・
場
所
＝
り
ゅ
う
ゆ
う
館
文
化
ホ
ー
ル

・
入
場
料
＝
大
人
１
千
円
（
当
日

１
５
０
０
円
）、
高
校
生
以
下
５
０
０

円
（
当
日
同
額
）

・
お
問
い
合
わ
せ
先

り
ゅ
う
ゆ
う
館
☎
62-

５
５
６
６

時間・午前９時半

　　・午後２時

場所・各集落公民館等

龍郷町の人口
平成 27 年 3 月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

2,937
5,967
2,888
3,079

　-23
   -100
　-58
　-42
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ふ 

る 

さ 

と 

納 

税 

お 

礼

・
碇
山　

隆
宏
さ
ん
（
千
葉
県
）

・
本
山　

秀
男
さ
ん
（
東
京
都
）

・
肥
後　

重
子
さ
ん
（
龍
郷
町
）

・
羽
生　

和
美
さ
ん
（
福
岡
県
）

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

1（金）  でぃでぃクラブ 13：30 ～

どぅくさぁや館
8（金）  でぃでぃクラブ 13：30 ～

14（木） ３歳児健診 13：30 ～
15（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～
17（日） 龍郷町一般バレーボール大会   8：30 ～ りゅうゆう館
20（水） 母子歯科相談 13：00 ～

どぅくさぁや館
22（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～
28（木） おなかスッキリ運動教室 19：30 ～
29（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～
31（日） 龍郷町家庭婦人バレーボール大会   8：30 ～ りゅうゆう館

５月行事予定表 ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

【
３
月
届
出
】

中
和
田  

敬けい
と翔

岩
切　

琉れん

  

牧 　

莉り
み
あ
海
亜

  

牧    

亜あ
か
り
佳
莉

登
島　

廉れん

泰
江　

玲れ
い
あ
依
愛

　
（
敬
称
略
）

中
勝

瀬
留

嘉
渡

嘉
渡

下
戸
口

玉
里

保
護
者
名

明
宏

ゆ
り
か

貴
輝

貴
輝

達
也

真
太
郎

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
３
月
届
出
】

山
田　

武
三

窪
島　

利
子

井
ノ
上  

三
代
子

  
靜 
　
為
雄

窪
田
　
カ
ズ
エ

  

興 

　
敏
雄

牧
主
　
ミ
ツ
子

萩
原　

茂
俊

濱
田　

盛
三

（
91
）

（
88
）

（
79
）

（
52
）

（
95
）

（
75
）

（
93
）

（
84
）

（
84
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

秋
名

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

嘉
渡

川
内

浦
（
愛
寿
園
）

上
戸
口

浦
（
愛
寿
園
）

浦
（
愛
寿
園
）

安
木
屋
場

・
積
重
直
さ
ん
（
故
積
八
重
子
さ
ん
）

安
木
屋
場
老
人
ク
ラ
ブ
へ

・
藤
山
千
恵
乃
さ
ん
（
故
濱
田
盛
三
さ
ん
）

安
木
屋
場
老
人
ク
ラ
ブ
へ

・
重
田
ス
エ
子
さ
ん
（
故
重
田
義
一
さ
ん
）

中
戸
口
老
人
ク
ラ
ブ
、
愛
寿
園
へ

・
川
上
邦
道
さ
ん
（
故
川
上
ウ
ツ
コ
さ
ん
）

中
戸
口
老
人
ク
ラ
ブ
へ

・
興
初
江
さ
ん
（
故
興
敏
雄
さ
ん
）

上
戸
口
集
落
へ

・
渡
武
弘
さ
ん
（
故
渡
チ
ヱ
さ
ん
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

・
豊
山
ア
ヅ
エ
さ
ん
（
故
豊
山
千
市
さ
ん
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ
へ

・
萩
原
キ
ミ
エ
さ
ん
（
故
萩
原
茂
俊
さ
ん
）

愛
寿
園
へ

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
中
村
勝
盛
さ
ん
（
故
中
村
武
子
さ
ん
）

・
窪
島
彬
文
さ
ん
（
故
窪
島
利
子
さ
ん
）

・
井
ノ
上
安
治
さ
ん

（
故
井
ノ
上
三
代
子
さ
ん
）

・
萩
原
キ
ミ
エ
さ
ん
（
故
萩
原
茂
俊
さ
ん
）

香 

典 

返 

し 

お 

礼

でぃでぃクラブ
　元気はつらつ教室（６５歳以上の運動機
能改善）を終了した方を対象に、月２回程度、
筋力トレーニングなどの運動を行い運動機
能の維持増進を図ります。

保健福祉課☎６９－４５１４

重
田　

義
一

豊
山　

千
市

（
72
）

（
92
）中
戸
口

赤
尾
木

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
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満一歳になりました。
この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。

さかえ  　なぎと　　　　

Ｈ 26.4. 5　生

父 洋市 / 母 美香代  久場

榮　凪斗 くん

おさ 　ゆ ず は 　 　　　　

Ｈ 26.4. 4　生

父 淳也 / 母 やよい  大勝

長 結朱葉 ちゃん

くまもと　はるま　　　　

Ｈ 26.4.18　生

父 源太 / 母 恵美  秋名

隈元 晴允 くん

助
け
ま
し
た
。

　
二
人
は
島
を
変
え
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
話

を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
愛
加
那
の
お
じ
の
佐
民
は
同

じ
考
え
を
持
つ
二
人
に
結
婚
を
勧
め
ま
し
た
。

⑤
そ
の
年
の
秋
、
二
人
は
お
じ
の
佐
民
夫
婦
の
仲
人
で

結
婚
式
を
あ
げ
ま
し
た
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」「
お
め
で
と
う
。」

　
愛
加
那
は
二
十
三
歳
、
源
吾
は
三
十
三
歳
で
し
た
。

　
し
か
し
、
愛
加
那
は
藩
の
掟
で
島
に
い
る
と
き
だ
け

の
奥
さ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
い
つ
か
源
吾
が
島
を

離
れ
る
と
き
は
一
緒
に

つ
い
て
行
く
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
の
で
す
。

　 

二
人
は
そ
の
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
。
大

喧
嘩
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
周
り
が

う
ら
や
ま
し
が
る
よ
う

な
と
て
も
仲
の
良
い
夫

婦
で
し
た
。

志
～
西
郷
南
州
翁
の
足
跡
～

④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
塾
・
西
郷
塾　

文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
口　

広
人　

絵

④
そ
の
頃
、
島
の
人
た
ち
は
砂
糖
を
作
っ
て
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
薩
摩
藩
の
決
ま
り
で
自
分
た

ち
の
作
っ
た
砂
糖
を
た
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
も
田
や
畑
も
失
く
し
奴
隷
の
よ
う

に
働
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
愛
加
那
は
、

「
私
よ
り
ず
っ
と
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
も
家
族
の

為
に
お
金
持
ち
の
家
で
働
か
さ
れ
て
い
る
。
な
ん

と
か
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
も
の
か
。」

と
い
つ
も
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　
源
吾
も
ま
た

　「
こ
の
島
は
本
当

に
貧
し
い
。
ど
う

に
か
し
な
い
と
い

け
な
い
。」

と
思
い
、
役
人
に

お
願
い
を
し
た
り

し
て
貧
し
い
人
を

「
愛
加
那
物
語
」 

　

創
作
紙
芝
居
「
愛
加
那
物
語
」
は
、
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
一
助

に
な
れ
ば
と
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
西
郷
隆
盛
（
南
州
）
の
妻
で
、
龍
郷
町
名
誉
町
民
の

西
郷
菊
次
郎
氏
の
母
で
あ
る
〝
愛
加
那
〟
は
、
苦
難
を
背
負
い
な
が
ら
も
強
く
逞
し
く
生
き

た
女
性
で
し
た
。
そ
の
愛
加
那
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課
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